
東京家政学院大学地域連携成果事例 2021

STAY in Green Hill TERADA：キッズスペース運営と地域連携

Case 3

年齢やどのように遊
ぶのかという意図を踏
まえ、 ボーネルンド
より提供された「あそ
び道具」（玩具）を利
用する子どもに合わせ
用意した。
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●パートナー UR都市機構
●担当教員 末松 加奈

（現代生活学部児童学科）
●実施期間 2021年11月20・21日

八王子市にあるUR都市機構の団地「グリーンヒル寺田」で開催された
イベント「STAY in Green Hill TERADA～寺田で秋を感じよう～」にて、
同団地内のコミュニティスペース「おひさま広場」内に設置されたキッズ
スペースの運営を児童学科学生が行った。

学生が考えたキッズスペースの環境
（左）絵本の読み聞かせの様子（中
央）ボーネルンドのイベントスペース
「PLAY BUS」にも積極的に参加す
る学生達（右）

年齢に合わせた絵本
を本学図書館より学生
が選書し、絵本の読み
聞かせを行った。特に、
普段の生活では見るこ
との少ない大型絵本に
興味を持つ子どもが多
かった。

当日は、おひさま広
場のスタッフやボーネ
ルンドの方々と交流の
機会を持った。実際に
「PLAY BUS」の様
子を見学し、子どもた
ちとの関わり方につい
て新たな視点を得た。


